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⑥ おそくなりましたが 会長・運営委員の 選挙結果をお 知らせ致し 

ます。 新しい委嘱役員幹事長・ 幹事・会計監査・ 単行本編集委 

員 ) については・ 近く行なわれる 運営委員会後のサーキュラ 一で 

お知らせします。 
    

  
⑨ 今年の大会日程が 決められました。 前のサーキュラ 一でお知ら 

せした日程より 少しおそくなりました。 

⑥ 会費納入は同封振替用紙で ， よろしくお願い 致します。 

事 務 局 
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  役旦 選挙の結果について 
  

1  会長選挙結果 

1 1 月 2 0 日 ダ 切で行なわれた 投票の結果過半数を 超える得票者がなく ， 1 2 月 1 2 日 

ダ切で第 2 次投票が行なわれました。 その結果は下記の 通りです。 

当選 指 出 正 雄 

  

  
  

    

次点 江 上 信 雄 ( 投票総数 1 8 1 票 55 ち 無効 1 票 ) 

2  運営委 且 選挙結果 

1 1 月 2 0 日 ダ 切の投票の結果は 次の通りです。 

当選 金谷晴夫 。 江上信雄 ・ 大西奥 爾 ， 丸 LU 工作 

黒田行照 。 石崎先組 ・ 岡田善雄 ・ 樋渡宏一 

初島直彦 ・ 平本幸男 。 川上 泉 。 小嶋 学 

遠藤善之 ・ 毛利秀雄 

次点 林 雄次郎 

鮒票 総数 1 0 8 9 ち 無効 5 , 白票 わ 

1 9 7 2 年 1 2 月 1 8 日 以上報告致します 

日本発生生物学会第 3 期会長・運営委員 

選挙管理委員会 倭 貫長 竹内部 天 ) 
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  Ⅱ 第 6 回大会について   
    
    
  
  
前の サーキュラ一で 卦 知らせしました 通り第 6 回大会は今年京都で 行     

    ないますが，日程を 少しおくらせ 接した。 現在準備委員会で 決めたのは     
  

    次の通りです。   
    

  
    大会 :9 月 8 日㏄ ) 午後に開会し ， 9 月 4 日。 5 日にわたる。     

  
    会場 : 京都市左京区京都教育文化センター     
  

( 京都大学附属病院正門双 )   
  

      
    大会の内容 : 希望テーマをつのり ，それを基にして 大会準備委員会でい     
  くつかの 小 グルーブの葉会をオーガナイ ズ するといった 試み   
    

  6 行う予定。   
    

5 月末日   
    大会参加申し 込み ダ 切り   

  
    大会講演たどの 原稿 ダ 切り 7 月 10 日   
    
    
  

1 9 7 8 年 1 月 5 日   
    
  第 6 回大会準備委員会 ( 委員長 岡田節人 )   
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皿 学会からのお 知らせ，     
  

1  会費納入のお 願いと納入状況 
  

昭和 47 年 12 月 25 日現在で，会費の 納入状態は，下記のよ ウ になって居ります。 

会費 は ，、 前納 制 ですので，昭和 45 年度 外 ( 会計年度も歴年制と た りました )  (548   

  1 ～ 548.. 1 2) を，できるだけ 早くか納め下さいますよ 9 お願い致します。 

尚 ，昭和 47 年度分までの 会費の未納の 方には・昭和 4i 年 8 月，運営委員会決定に よ 

り DGD の発送を一時中止いたします。 

会計幹事 小谷 穣 一 

  御参考までに 今までの納入状況を 表示します。 

昭和 4 S 年度まで納入済 2 2 名 C  4 彩 ) 

昭和 4 7 年度まで納入済で 4 8 年度未納 3 5 3 名 (7 4%) 

昭和 46 年度まで納入済で 47.48 年度未納 7  1 名 (1 5%) 

  

    

昭和 4 B 年度及びそれ 以前の年度未納者 8 3 名 (  7%) 

計 4 7 9 名 

1 9 Ⅰ 2. 1 2. 2 5 現在 

2  学会刊行物のバツクナンパ 一について 

m 文話 DGD どその前身油口 bryologia のバックナンバー ，および発生生物学誌 

とその前身実験形態学誌の " ノ クナンバ一の 在庫があ ります。 御希望の方ば ，学会事務 
    

局 へお申し込み 下さい ヂ鮮摘 "                 
  

なお，会員外の 方にも，また 機関購入もおすすめいただきたいと 思います。 
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Ⅳ 研究機関 緑 今一一その 8   

北 大理学部動物学教室発生学部門 

札大の場合，昭和 5 年理学部設立当時，農学部の 犬飼哲夫教授が 理学部兼任として ，発生 

生理学を担当され ，講座としての 設立をみることがなかった。 その後多少の 曲折をへた後， 

市川純 彦 教授が発生学部門を 担当されることしなった。 同教授は理学部の 教養部担当教授て 

あ られたため，研究の 本拠は理学部から 教養部生物学科に う つされた。 しかし動物学教室の 

発生学部門の 研究と講義。 実習はそのま ム 担当された。 今日市川教授の 後任として青戸 偕爾 

教授が部門を 担当されている。 同教授は内田亨教授の 許で実験形態学を 修め，その後下等脊 

椎動物と甲殻類について 内分泌学的研究をされている。 従って理学部では 比較内分泌学を 講 

議 されている。 同教授の許に 現在、 岩田文男，山本正。 片桐千明助教授と 若 原 正己助手がお 

@ ，教養部の講義。 実験をもっと 洪に，理学部において 山本。 片桐が実験発生学，岩田が 比 

較 発生学，君原が 発生学実習を 担当している。 山本助教授は 市川教授と狩野康 比古 教授 鯛 

北天。 理学部 厚岸 臨海実験所所長 ) の許で，魚類発生学を 修め， 魚 卵の初期発生について 研 

究を進めている。 片桐助教授は 同門で， 卵 。 精子の相互作用と 脾化 酵素の発生学研究をつづ 

げている。 石原助手は青戸教授の 許で，両生類視床上部の 実験形態学的研究を 進めている。 

最後に岩田は 永く 厚偉 臨海実験所で ，内田亨教授の 許で，紐虫の 系統分類を手がけ ，こちら 

に 9 つってからも 引きつ ビき 仕事を進めている。 そのかたわら ，札幌近辺の 海産動物数種の 

比較発生と紐虫の 再生についての 研究を ， 極めて小さい 飼育装置をよりどころとして 進めて 

いる。 

( 岩田 文男 記 ) 

新潟大学生物学教室免疫生物学研究室 

当 研究室の現在のスタッフは ，教授村川 % テ十郎 。 助手関谷国男。 大西耕姉。 院生 M.C.2   

皆川幸夫。 M ぶ ． 1, 伊藤杉江および 研究生の神棚謙二郎と 山下隆夫であ るが他に医学部院 

生 D ぶ ． 2 の佐藤良 也 ，学部学生 4 名も含まれる。 

研究目標は下等脊椎動物における 免疫能の系統発生および 個体発生を解明することで ， 実 

験 材料としてはイモリ ，サンショウウオ ，ウンカエル ，ギンブナ等を 用いて か り，研究は三 

つグループに 大別されて行なわれている。 

田 免疫能の個体発生および 細胞免疫の機構の 解析は主として 村川，関谷，伊藤・ ， 杵淵が 分担 

  

  

  



  

  

し ， (2% 性 抗体の産生機構かよび 抗体分子の物理化学的性状の 研究には，大西・ 皆川・ 

山下，および 佐藤等があ たってかり， ま矧 3@ 等 脊椎動物の免疫細胞の in vitr0 

での研究法の 開発を意図して ，両生類の幼生細胞の 培養に関する 研究が関谷を 中心に進 

められている。 

( 村川新十郎 記 ) 

ので，たとえば「発生生 

物学研究室」という ょ 5 な組織はない。 

各研究室でとりくんでいるテーマの ウ ちで発生生物学に 関連のあ るものには，動物の 

材料では，脊椎動物では 虫類 儂原 正武。 岡 俊樹 ) , 無脊椎動物で 線形生類㎝ 上巌 ) . 

植物の材料では ，生長ホルモン 鰍 、 林 万寿男 ) , 石灰藻類 鰭谷庫造 ・岡崎患禍 ) , 羊 

菌類 (Wl@ 次男 ) などがあ る。 これらの研究には 修士課程学生・ 学部学生も数名ずっ 従 

草 している。 

篠原 正武 記 ) 

東京大学応用微生物研究所第 セ 研究部 ( 生合成第 1  ) 

現在の研究テーマは 次の通りであ る。 

1  葉緑体の退イ ヒと再 形成一一 ChloreI la  protothecoides  の葉緑体が ， 

培養液中の有機炭素 源 ，窒素 源 ，及び北条件如何によって 著しい退化と 再形成を示す 

現象を研究している。 

2  等の現象を研究している。 単細胞藻類の cel I cycle  -@  クラ、 ド モナス，クロレラ ，ユーグレナ クラミドモナス ，クロレラ，ユーグレナ 等の 

同調培養細胞の 示す cei l cycle について，形態，生理，生化学的研究を ナ Ⅰめ 

ている。 最近は特に， (@ ) cell eyele の長さ 鱒間 ) を決定する因子の 研究   

ひ ) 細胞内親 粒 @ 緑林，、 トコンドリア ) の動向，に重点をおいている。   
( 長谷 栄二 記 ) 

、 名古屋大学理学部分子生物学研究施設 

当 部門は運動機能を 分子 レペル において解析することを 目的として作られた (1961 

年 ) 。 生体の合目的的運動が 出現するためには ，いろいろの 種類の蛋白質がそれぞれ 重 
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合して特異的な 線維 状 構造を作り -, 車 らにこれらの 重合体が規則正しく 配列して高次の 秩 

序構造をもたなくては 在らない。 従って構造 決 成の問題も主題の 1 つに加えられた。 具体 

的には横紋筋，粘菌， クヱ 卵などの運動性蛋白質，サルモネラ 菌のべん 毛 蛋白質を材料に 

している。 スタッフには 大沢文夫，朝倉 昌 ，秦野師 司 ，能村稚子， 刀寸林 尚友， 葮目 杉江が 

いる。 

潮合 昌 記 ) 

金沢大学医学部病理学教室 
  

当 教室では積 - 々の材料で結合組織の 病的状態における 機能の変化を 電頓的及び組織化学 

的に広く研究しているがその 一部として下等無脊椎動物のプラナリア C ブギウ ズムシ ) の 

頭部再生 (1) とマウス皮膚の 創傷治癒 (2) における表皮 一 結合織の相互関係を 電頓的 

に観察した。 

田 プラナリアは 再生力のきわめて 強い動物で組織の 新形成を観察するのに 適した材料で 

あ る。 プラブ リ 下の " 基底膜 " といわれている 構造は電頓的に 表皮の基底部が 接する 均 

質な部分とその 下方の細線維に 富んた部分とに 分 げられる。 再生部分を経時的に 観察し 

た結果，前者は 表皮細胞から ，後者は間充織細胞からそれそれ 合成，分泌され ，両者の 

相互作用によ ヴ 基底膜が構築，されるらしいとい ゥ 結論を得ている。 

(2) マウスの皮膚の 基底膜はルテニウムレッド (RR) 陽性であ ろ。 

再生中に 皿 R 陽性物質が表皮基底細胞より 分泌、 され，この物質が Hemidesmosome 

の 都城に凝集する。 次に H ギ emidesmosome の増加に従い RR 陽   陸物質は奉 屡 細胞の 
直下に lamina  lucida を形成し，下方は 新しく増殖したコラダン 線維の働きで 

lamina  densa 及び zona  diffusa が形成される。 この一連の再生過程で 

Hemidesmosome はきわめて重要な 働きを行っていると 考えられる。 

鰍 若州 欽 一郎 記 ) 

大阪大学理学部生物学教室 ( 神谷 研 ) 

1  細胞性粘菌の 発生過程にかけ ろ 遺伝的制御の 研究のため，その 性の存在と決定様式に 

ついて ( 福井義，三宅 )           
  

2  同生物集合期における 細胞選別の要因について 鰭井優 ) 

8  同生物移動期における 運動機構とそこにみられる 細胞選別について (W 本 ) 



  

4  フ シナ シミ ド 臣における 極   桂の発現と維持について ( 片岡 ) 

5  ア オ ミド ロ の仮根形成について ，主として phytochrom]e controjled 

reaction  について ( 長田 ) 

( 山本 将 - 記 ) 

大阪教育大学 生物学教室 

  当 教室の発生生物学関係の 研究は下記の ょゥ に三つに わ げられる。 その他多少関連あ る 

分野としては 生理学。 生化学や細胞遺伝学の 研究室もあ るがこしではふれをい。 

1  両生類 歴め オルガナイザー 形成に関するもの 一 - 中村治 鰍授 ) が長年にわたり ， 

高崎裕子 ( 助手 ) 。 院生。 卒論生などの 協力の下に研究している。 胞胚 期 。 桑実胚 期 。 
  8 2 細胞期などにおけるオルガナイザー 予定域を調べるとともに ，オルガナイザー 形成 

における割球間の 相互作用を手術的に 確認してきた。 最近は 3 2 細胞 期よ り若い胚を用 

い 割球分離と組合せの 実験でオルガナイザー 形成が誘導的になされるのか ，勾配的な性 

質に基づくものかを ，手術的。 竜頭的に，またオートラジオバラフィ 一法や胚に含まれ 

る刀質 彰 の分析的方法も 含めて綜合的に 。 行 ゥ ている。 

9 -@  .-- ワトリ 胚 発生にともなう 血液細胞のウイルス 感受性の変 イヒ について - 一こし数年 

田原 絆鰍授 ) が院生・卒論生などの 協力を得て行なっているもので ， ヱュ ニカ グスル 

病 ウイルスに対するニワトリ 胚 赤血球細胞の 感受性の変化が ，血液細胞の 発生的変化に 

対応していることを 見出したが，今のところ 血液細胞の微細構造的変化との 関係を明白 

にすることが 中心課題であ る。 

8  腔腸動物の発生過程に 関するもの - 一最近着任した 加藤憲一⑨教授 ) が青地正寿 

ゆ干 兜貝 ) および卒論生らと 共にすⅠめているもので ，現在、 ズクラゲの変態過程にか 
    げる物質変動と ，解離細胞の 培養などに よ り基本的性質の 変化が何であ るかを調べつつ 

あ る。 近く ヒド コ曳類についても 同様の目的の 仕事をはしめる 予定。 

  甲南大学理学部生物学教室 

1 高谷 博傲授 ) は両生類 歴 に 鮒ナる 脊索の空胞化の 過程の詳細な 観察と，空胞化の 進 

行 に関与する環境条件の 解析とを大学院学生と 協同で行なっている。 

2  増田秀雄 鰍授 ) は両生類胚の 解離細胞，特に 脊索細胞の分化に 必要な条件をしらべ 
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ると共に，分化の 過程にかけ ろ 細胞器官の発生を 追っている。 ひ ・ z 増田 記 ) 

8  加地早苗磯屋 授 ) と 園部治文繊手 ) の研究室では 下記のような 研究を行っている。 

 
 ショウジョウ " エめ棒 眼の形質発現機構の 研究のⅡ 地 )     

複眼原基の組織，細胞分化について ，形態的⑥ 子 顕微鏡，体外培養 ) および生化 

学的 ( トレーサーを 用いて ) に追求して レる 。 

またこの課題と 関連して，細胞増殖の 促進，抑制につい ぜショぢジ ， ウバェ 以外の動 

物 ( アルテ ミア @ マウス腹 水ガンなど ) を用いて細胞分化に 対する物質の 影響をしら 

べている。 

  
b  ；イコ休眠因子の 作用機構健郎 ) : 

カイコの休眠因子は 卵巣の 8 一 % ドロ ギシ キ ス レニン量を増加させる。 この機構を 

血液中からの 透過・卵巣自身での 合成の両面から 解析している。 (3 は加地 記 ) 

V  会 見 変 動 

1. 新入会員 ㊧下記氏名につづく①は 所属 ②は研究テーマ 

0 小沢瑛二郎 ①東京医科歯科大学 医 薬理 - 一 東京都文京区湯島 1 一 5 一 4 7 (11 の 

②骨格筋の発生 

0 加藤義臣①国際基督教大学生物②昆虫 ( カイコ ) に 糾ナる 脱皮，変態の 機構 

0 橋本 碩 の静岡大学 教育 生 ②混生 ュスりカ の研究 

2. 名簿訂正 

9 頁 上田 朝一 朝日新聞社出版局 事務編集室 所属 変頃 の滝下線部分不必要。 

8 4 頁 松崎 砂 利子 高知女子大動一一高知市北与力 町 1  を 水国寺町 5 一 1 5 と 

    

， ・・する。 - 

8 8 頁 山上健次郎 山下健二郎 を左記のように 訂正 
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おわび : 山上健次郎氏 ( 東京大・ 理 ・ 動 ) のお名前を大きく 間違えてい ? 

  
ました。 校正段階では 8 人の眼を通したのですが ，申しわけあ りません。 ? 

  
おとどけした 名簿は選挙の 基本名簿としても 用いられましたので ，事務局 ? 

  
は 御本人におねびするとともに ，選挙管理委員会に 連絡し，選管では 山上   

  
氏を指すと思われる 投票について 適切な判断をして 下さいました。 大事な   

  
時期における 事務局のミスでした。 御本人と全会員におわび 致します。   

  
事 務 局       
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